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 香川県海苔養殖研究会（会長：岡田俊二）は去る

９月２日から１１日にかけて平成１５年度ノリ着業

検討会を開催した。 

 本検討会は、毎年新漁期を迎えるに当たって、ノ

リ養殖漁業の安定と品質向上及び経営の合理化を目

的に、海苔養殖指導指針や酸処理剤取扱要領等を直

接生産者に周知するもので、関係機関の協力のもと

例年各地区で開催している。 

 本年度は県内３地区で開催しノリ養殖漁業者・漁

業関係者延べ約３００名が出席した。 

 ９月２日（火）東讃地区 

   ５日（金）小豆島地区 

    11日（木）高松・中西讃地区 

 検討会では、「海苔養殖指導指針」や「酸処理剤取

扱要領」について（事務局）、「海況について」（県水

産試験場）等の説明が行われた。 

検討会のあと、商社から「香川県産海苔の評価と

改善点について」講演があり、出席者全員熱心に聴

き入っていた。 

 

９月２８日「第２４回全国豊かな海づく

り大会プレイベント」がサンポート高松に

おいて２万７千人が来場し盛大に開催され

た。これは、来年１０月３日に開催が決定

している「第２４回全国豊かな海づくり大

会」の１年前プレイベントとして、香川県

実行委員会が本大会のリハーサルも兼ね開

催したものである。 
当日は、天候にも恵まれ式典行事、放流

行事、漁船パレードのほか「おさかなシャ

トルイベント」、企画展示、物販コーナーな

ど多彩で、ステージイベントではテレビで

人気者の「さかなクン」が登場しチビッコ

に大好評だった。 
式典行事は、服部漁連会長の開会の辞で

始まり、真鍋県知事の主催者挨拶、高松市

長（代理：廣瀬助役）、豊かな海づくり大会

推進委員会会長（代理：菅原全漁連副会長）、

山下水産庁栽培養殖課長、白井県議会議長

の挨拶と続いた。 

服部漁連会長による開会の辞 

表彰行事では、大会テーマ、キャラクタ

ー最優秀賞の授与、絵画・作文コンクール

受賞者の表彰が行われた。 
このあと、屋島東小学校５年生４名によ

る元気いっぱいの「子供たちのメッセー

ジ」、漁業後継者夫妻として下笠居漁協 濱

元夫妻による力強い「大会宣言」が行われ、

川北副知事の閉会の辞で式典を終了した。

 

 

 

 

 

 

本会の室内採苗は、多度津種苗センターで例年よ

りやや早く９月２３日から開始され、初日としては

昨年以上の種付枚数となった。温暖な天候の中、冷

却装置を用い、１日当たり１,５００～２,０００枚

の種網を供給し、１０月１５日頃に終了の予定。  

志度採苗場では、１０月５日から開始し、本年は

両採苗場合わせて約４２，０００枚の採苗を予定し

ている。 

なお、長年親しまれてきた志度採苗場は今漁期を

もって閉鎖となりますが、今後は多度津種苗センタ

ーを強化し、生産者の皆様の期待に添うよう、より

一層がんばってまいります。 

共販事業部生産課  
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漁業後継者濱元夫妻による大会宣言 

 放流行事は、勇壮な漁船パレード（県有船２隻、

多度津水産高校１隻、漁船１２隻）で始まり、「タケ

ノコメバル、ヒラメ、キジハタ、オニオコゼ」を招

待者３００名、県内子供代表の日新・築地小学校児

童１００名が放流した。稚貝等の手渡しとして「ク

ルマエビ、アカガイ、アマモ」が県知事、高松市助

役から漁業後継者夫妻の西詫間漁協 亀野夫妻、庵

治漁協 濱夫妻に手渡しされ、参加者全員で後継者

夫妻を乗せた放流船を見送り行事を終えた。 

勇壮な漁船パレード 

 物販コーナーでは、本会加工事業部がチリメン・

煮干等を販売したほか、漁協関係では津田、庵治、

高松市東部、宇多津の各漁協が参加しタコ、イカ、

エビ、アナゴなどの天ぷら、巻寿司等おいしい海の

幸が大人気であった。 

 

ブースが設置され「おさかなシャトル」によるイベ

ントも行われ人気を博していた。 

 今大会は、浜田市の浜田漁港で開催され、式典は、

岸 JF 島根漁連会長の開会のことばで始まり、綿貫大

会会長（衆議院議長）、澄田島根県知事の挨拶、浜田

市長の歓迎のことばと続いた。このあと、天皇陛下

からおことばを賜った後、表彰行事に移った。本県

関係では、漁場保全部門で引田漁協、資源管理部門

で庵治漁協小型機船底曳網漁業部会が農林水産大臣

賞を受賞し、服部引田漁協長が代表して壇上で表彰

された。植村大会推進委員会会長（JF 全漁連会長）

が、大会決議を朗読し満場の拍手とともに採択され

た。また、今大会には中国と韓国の漁業者代表が招

かれメッセージの手交が行われた。 

島根県知事より次回開催県である真鍋香川県知事

に大会旗が手渡され、真鍋知事が香川県のＰＲメッ

セージをし、島根県議会議長が閉会のことばを述べ

て式典は終了した。  

放流行事は、波穏やかな浜田漁港内で行われ、会

場にお着きになられた天皇・皇后両陛下は、浜田・

隠岐水産高校生によるカッター漕艇をご覧になった

後、オニオコゼ・ヒラメ・マダイの稚魚を放流。続

いて、イワガキ・メガイアワビ・イタヤガイ・ヒオ

ウギガイの稚貝等を漁業後継者夫妻にお手渡しさ

れ、放流船をお見送りになり、まき網船などの漁船

等２９隻が繰り広げる迫力ある海上パレードをご覧

になられ行事を終了した。 

 展示会場では、テーマ館において漁具や漁法の展

示、水産試験場・水産高校・海洋開発関係業者の展

示等が行われ、物産広場「交流街道」では隠岐・出

雲・石見地域の特産品やトビウオなどのすり身が入

った「ＢＢ大鍋」が参加者にふるまわれ、特に焼き

イワガキは大好評で長蛇の列ができていた。また、

アナゴ・サメなどが泳ぐ「おさかなタッチプール」、

「かなぎ漁体験コーナー」など子供たちの人気を集

めていた。 

なお、来年の第２４回大会はいよいよ１０月３日

（日）、高松市（サンポート高松）で開催される。 

焼きイワガキが大人気 

 
 
 
 

 
１０月５日島根県浜田市において、天皇・皇后両

陛下をお迎えし「手をつなぎ つくる豊かな う

み・みらい」を大会テーマに、第２３回全国海づく

り大会が開催された。本県からは、サンポート高松

で開催予定の第２４回大会を控え、総勢１０４名（う

ち水産関係団体・高松市漁協連絡協から服部県漁連

会長ほか４０名）が参加し、会場内には香川県ＰＲ
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１０/１８(土) 

あさ９時～（お昼頃まで） 

 

 

全 国 漁 業 協 同 組 合 学 校 （ 千 葉 県 柏 市 ） で は 平
成 １ ６ 年 度 （ 第 ６ ５ 期 ） 学 生 募 集 を 下 記 の 要 領
で 行 っ て い ま す 。  

１ 募集人員  ５０名（男女共学） 

２ 応募資格 
①１カ年以上漁業に従事か漁協団体に勤務中の者 

②高卒（見込者を含）か同等以上の者､のいずれか。

 ただし、原則として漁協系統団体の推薦が要。 

３ 応募締切期日 
  平成１６年１月１７日(土) 

４ 応募先  
  出身地域の漁(指)連会長宛 

５ 入学選考料  ３万円 

 
６ 応募書類 

入学願書、成績証明書、健康診断書、推薦書（系

統団体） 

７ 選  考 
平成１６年２月１３日（金）午前１０時～応募

書類提出の連合会で書類審査、学科試験（小論

文）、面接を行う。 

８ 入学発表 
平成１６年２月２０日（金） 

９ 問 合 せ 
  同校  ℡ ０４（７１４４）８１２５ 

 

開催場所：さぬき市寒川町石田酒市場駐車場 

お問い合わせ：津田漁業協同組合 TEL．0879-42-2042 

訃 報 
牟礼漁協組合長  小山 照一 様 
平成１５年１０月１日ご逝去されました。謹んで
ご冥福をお祈り申し上げます。 

 


